
　
　
　

総　

目　

次

　
第
一
巻

凡　

例

ま
え
が
き

序
論
―
自
分
を
知
る
と
は
い
か
な
る
こ
と
か

第
一
章　

私
と
は
何
者
で
あ
る
か

第
二
章　

私
に
分
か
ら
な
く
な
る
私

第
三
章　

私
の
探
求
の
課
題
で
あ
る
私

　
　

第
Ⅰ
部　

Ａ
子
の
話

Ａ
子
の
話
―
ナ
ル
シ
ス
と
ナ
ル
シ
ズ
ム
に
つ
い
て

第
四
章　

ナ
ル
シ
ス
の
話

第
五
章　

Ａ
子
の
話

第
六
章　

ナ
ル
シ
ス
と
ナ
ル
シ
ズ
ム

第
七
章　

ナ
ル
シ
ズ
ム
の
成
立
条
件

第
八
章　

ナ
ル
シ
ズ
ム
に
お
け
る
「
鏡
」
の
意
味
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第
九
章　

ナ
ル
シ
ズ
ム
に
お
け
る
「
映
像
」
の
意
味

第
一
〇
章　

ナ
ル
シ
ズ
ム
に
お
け
る
「
恋
」
の
意
味 

１
―
―
恋
の
対
象

第
一
一
章　

ナ
ル
シ
ズ
ム
に
お
け
る
「
恋
」
の
意
味 

２
―
―
恋
の
対
象
に
対
す
る
恋
す
る
者
の
在
り
方

第
一
二
章　

ナ
ル
シ
ズ
ム
に
お
け
る
「
恋
」
の
意
味 

３
―
―
ナ
ル
シ
ス
の
恋
の
虚
偽
性

第
一
三
章　

ナ
ル
シ
ズ
ム
に
お
け
る
「
恋
」
の
意
味 

４
―
―
Ａ
子
の
場
合

第
一
四
章　

ナ
ル
シ
ズ
ム
に
お
け
る
「
死
」
の
意
味 

１
―
―
ナ
ル
シ
ス
の
死

第
一
五
章　

ナ
ル
シ
ズ
ム
に
お
け
る
「
死
」
の
意
味 

２
―
―
Ａ
子
の
死

第
一
六
章　

ナ
ル
シ
ズ
ム
に
お
け
る
「
死
」
の
意
味 

３
―
―
硬
化
の
死

　
　

第
Ⅱ
部　

捨
八
の
話

捨
八
の
話

第
一
章　

捨
八
の
生
い
立
ち

第
二
章　

捨
八
の
絶
望

第
三
章　

捨
八
の
小
学
生
時
代

第
四
章　

捨
八
と
百
合
子 

１

第
五
章　

捨
八
と
百
合
子 

２

第
六
章　

捨
八
の
徒
弟
時
代

第
七
章　

捨
八
の
失
恋
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第
八
章　

捨
八
の
ヤ
ク
ザ
時
代 

１

第
九
章　

捨
八
の
ヤ
ク
ザ
時
代 

２

第
一
〇
章　

捨
八
と
組
長 

１

第
一
一
章　

捨
八
と
組
長 

２

第
一
二
章　

捨
八
と
あ
ね
さ
ん

第
一
三
章　

捨
八
と
留
吉 

１

第
一
四
章　

捨
八
と
留
吉 

２

第
一
五
章　

捨
八
と
留
吉 
３

第
一
六
章　

捨
八
と
留
吉 
４

第
一
七
章　

捨
八
と
留
吉 

５

第
一
八
章　

捨
八
と
留
吉 

６

第
一
九
章　

捨
八
村
に
帰
る

第
二
〇
章　

捨
八
山
に
入
る

第
二
一
章　

捨
八
と
サ
ル
た
ち

第
二
二
章　

捨
八
の
山
小
屋
生
活

第
二
三
章　

捨
八
と
権
太
郎

第
二
四
章　

捨
八
と
母



 434

第
二
五
章　

自
分
を
知
る
と
は
い
か
な
る
こ
と
か

　
　

第
Ⅲ
部　

愛
の
諸
形
態

一　

愛
と
対
象

第
一
章　

愛
の
意
味
の
自
明
性

第
二
章　

愛
す
る
こ
と
と
生
き
る
こ
と 

１
―
―
そ
の
区
別

第
三
章　

愛
す
る
こ
と
と
生
き
る
こ
と 

２
―
―
そ
の
相
即

第
四
章　

愛
の
対
象
と
し
て
の
自
己
と
世
界

第
五
章　
「
物
」
に
対
す
る
愛
と
「
人
」
に
対
す
る
愛

第
六
章　
「
物
と
し
て
」
愛
す
る
愛
と
「
人
と
し
て
」
愛
す
る
愛

第
七
章　
「
人
と
し
て
」
愛
す
る
愛
の
う
ち
に
含
ま
れ
る
自
愛
と
他
愛

第
八
章　
「
人
と
し
て
」
愛
す
る
愛
の
う
ち
に
含
ま
れ
る
自
愛
と
他
愛 

２
―
―
自
愛
の
う
ち
に
含
ま
れ
る
他
愛

第
九
章　
「
人
と
し
て
」
愛
す
る
愛
の
う
ち
に
含
ま
れ
る
自
愛
と
他
愛 

３
―
―
他
愛
の
う
ち
に
含
ま
れ
る
自
愛

第
一
〇
章　

愛
す
る
こ
と
に
伴
う
苦
し
み
の
原
因 
１
―
―
死
別
に
よ
る
悲
し
み

第
一
一
章　

愛
す
る
こ
と
に
伴
う
苦
し
み
の
原
因 

２
―
―
愛
す
る
者
が
自
分
か
ら
離
れ
て
ゆ
く
場
合

第
一
二
章　

愛
す
る
こ
と
に
伴
う
苦
し
み
の
原
因 

３
―
―
苦
し
み
の
具
体
例

第
一
三
章　

愛
す
る
こ
と
に
伴
う
苦
し
み
の
原
因 

４
―
―
愛
さ
れ
る
こ
と
を
求
め
る
自
愛

第
一
四
章　

物
の
所
有
と
心
の
所
有 

１
―
―
心
に
お
け
る
欠
乏
感



総  目  次

435

第
一
五
章　

物
の
所
有
と
心
の
所
有 

２
―
―
欠
乏
感
の
克
服
の
試
み

第
一
六
章　

人
間
嫌
い
の
愛 

１
―
―
人
間
へ
の
愛
か
ら
人
間
嫌
い
へ

第
一
七
章　

人
間
嫌
い
の
愛 

２
―
―
人
間
嫌
い
の
愛
の
対
象

二　

愛
と
了
解

第
一
八
章　

自
愛
と
他
愛
―
―
自
愛
、
他
愛
、
そ
の
根
底
に
あ
る
愛
そ
の
も
の

第
一
九
章　

愛
と
了
解 

１
―
―
あ
る
母
娘
の
話

第
二
〇
章　

愛
と
了
解 
２
―
―
母
の
娘
に
対
す
る
愛
の
考
察

第
二
一
章　

愛
と
了
解 
３
―
―
娘
の
母
に
対
す
る
愛
の
考
察

第
二
二
章　

愛
と
了
解 

４
―
―
愛
と
憎
し
み

第
二
三
章　

愛
と
了
解 

５
―
―
母
娘
の
間
に
生
じ
た
憎
し
み
の
関
係

第
二
四
章　

愛
と
了
解 

６
―
―
娘
の
後
悔

第
二
五
章　

愛
と
了
解 

７
―
―
娘
の
絶
望

第
二
六
章　

愛
と
了
解 

８
―
―
娘
、
母
を
見
る

第
二
七
章　

愛
と
了
解 

９
―
―
母
に
つ
い
て
の
了
解
の
深
化

第
二
八
章　

愛
と
了
解 

10
―
―
他
者
了
解
と
自
己
了
解
と
の
関
係

第
二
九
章　

愛
と
了
解 

11
―
―
自
己
了
解
の
崩
壊

第
三
〇
章　

愛
と
了
解 

12
―
―
自
己
了
解
の
崩
壊
と
と
も
に
開
か
れ
て
き
た
新
し
い
了
解
の
地
平
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第
三
一
章　

愛
と
了
解 

13
―
―
孤
独
の
意
識
と
真
実
の
孤
独

第
三
二
章　

愛
と
了
解 

14
―
―
自
愛
の
極
限
と
し
て
の
自
殺

第
三
三
章　

愛
と
了
解 

15
―
―
現
れ
た
母
に
お
い
て
見
た
も
の

第
三
四
章　

愛
と
了
解 

16
―
―
世
界
了
解
の
深
化

第
三
五
章　

愛
と
了
解 

17
―
―
フ
ィ
ナ
ー
レ

三　

愛
と
共
感

第
三
六
章　

愛
と
共
感 
１
―
―
愛
の
も
と
に
あ
る
了
解

第
三
七
章　

愛
と
共
感 
２
―
―
自
己
了
解
の
も
と
に
あ
る
経
験

第
三
八
章　

愛
と
共
感 

３
―
―
他
者
了
解
の
も
と
に
あ
る
共
感

　
　

第
Ⅳ
部　

疎
外
の
問
題

疎
外
の
問
題

第
一
章　

疎
外
の
問
題

第
二
章　

疎
外
の
構
造 

１
―
―
疎
外
さ
れ
る
者
の
側
か
ら
見
ら
れ
た

第
三
章　

疎
外
の
構
造 

２
―
―
疎
外
す
る
者
の
側
か
ら
見
ら
れ
た

第
四
章　

疎
外
の
構
造 

３
―
―
仲
間
に
入
れ
な
い
と
い
う
疎
外

第
五
章　

仲
間
の
構
造 

１
―
―
仲
間
と
は
何
か

第
六
章　

仲
間
の
構
造 

２
―
―
仲
間
と
個
人
と
の
先
後
関
係
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第
七
章　

仲
間
の
構
造 

３
―
―
仲
間
形
成
に
お
け
る
運
命
と
自
由

第
八
章　

仲
間
と
個
人 

１
―
―
仲
間
の
生
成
発
展
に
お
け
る
個
人
の
役
割

第
九
章　

仲
間
と
個
人 

２
―
―
仲
間
の
目
的
と
義
務
の
成
文
化

第
一
〇
章　

仲
間
の
分
節 

１
―
―
分
節
の
必
然
性

第
一
一
章　

仲
間
の
分
節 

２
―
―
権
力
者
と
被
支
配
者
へ
の
分
節

第
一
二
章　

仲
間
と
権
力 

１
―
―
権
力
と
権
力
の
座

第
一
三
章　

仲
間
と
権
力 

２
―
―
権
力
の
座
の
形
成

第
一
四
章　

仲
間
の
分
裂
―
―
分
節
か
ら
亀
裂
へ

　

あ
と
が
き

解
説

総
目
次

索
引

　
第
二
巻

凡
例

ま
え
が
き

　
　

第
Ⅰ
部　

愛
の
諸
形
態
―
―
エ
ロ
ス
愛
に
つ
い
て
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第
一
章　

愛
の
多
義
性
―
―
愛
の
意
味
に
つ
い
て
の
問
題

第
二
章　

エ
ロ
ス
と
し
て
の
愛 

１
―
―
宇
宙
的
愛
と
し
て
の
エ
ロ
ス

第
三
章　

エ
ロ
ス
と
し
て
の
愛 

２
―
―
人
間
的
愛
と
し
て
の
エ
ロ
ス

第
四
章　

エ
ロ
ス
と
し
て
の
愛 

３
―
―
人
間
相
互
愛
と
し
て
の
エ
ロ
ス

第
五
章　

エ
ロ
ス
と
し
て
の
愛 

４
―
―
知
恵
の
愛
と
し
て
の
エ
ロ
ス

第
六
章　

エ
ロ
ス
と
し
て
の
愛 

５
―
―
エ
ロ
ス
的
愛
の
特
質

第
七
章　

エ
ロ
ス
と
し
て
の
愛 

６
―
―
わ
れ
わ
れ
の
愛
の
経
験
に
お
け
る
エ
ロ
ス

第
八
章　

エ
ロ
ス
と
し
て
の
愛 
７
―
―
エ
ロ
ス
の
明
暗

第
九
章　

エ
ロ
ス
と
し
て
の
愛 
８
―
―
エ
ロ
ス
愛
に
つ
い
て
の
問
題

第
一
〇
章　

エ
ロ
ス
と
し
て
の
愛 
９
―
―
「
物
」
に
対
す
る
愛
に
お
け
る
エ
ロ
ス
と
「
人
」
に
対
す
る
愛
に
お
け
る
エ
ロ
ス

第
一
一
章　

エ
ロ
ス
と
し
て
の
愛 

10
―
―
エ
ロ
ス
愛
に
還
元
さ
れ
な
い
愛

第
一
二
章　

エ
ロ
ス
と
し
て
の
愛 

11
―
―
エ
ロ
ス
愛
を
妨
げ
る
原
因
と
し
て
の
社
会
の
道
徳

第
一
三
章　

エ
ロ
ス
と
し
て
の
愛 

12
―
―
道
徳
と
エ
ロ
ス
愛

﹇
補
講
﹈　

エ
ロ
ス
愛
の
要
約
と
、philia, agape

愛
と
の
関
係

　
　

第
Ⅱ
部　

愛
の
経
験

第
一
章　

愛
の
経
験
の
自
明
性
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第
二
章　

愛
す
る
経
験
と
愛
さ
れ
る
経
験

第
三
章　

愛
の
経
験
の
多
義
性

第
四
章　

愛
の
経
験
に
お
け
る
共
通
的
な
も
の

第
五
章　

憎
み
の
経
験

第
六
章　

憎
み
の
原
因

第
七
章　

憎
み
と
愛

第
八
章　

憎
み
の
根
底
に
存
す
る
自
愛

第
九
章　

す
べ
て
の
愛
の
根
底
に
存
す
る
自
愛

第
一
〇
章　

す
べ
て
の
愛
と
憎
み
の
根
底
に
あ
る
自
愛

第
一
一
章　

自
愛
と
自
己

第
一
二
章　

自
己
と
は
何
か
―
―
自
己
の
二
重
構
造

第
一
三
章　

自
己
の
二
重
構
造
は
ど
こ
か
ら
生
じ
る
か

第
一
四
章　

二
重
構
造
の
原
因
と
し
て
の
精
神
と
肉
体
―
―
ま
ず
肉
体
に
つ
い
て

　
　

第
Ⅲ
部　

好
き
と
嫌
い

第
一
章　

自
愛
と
他
愛

第
二
章　

愛
の
三
つ
の
意
味

第
三
章　

愛
に
対
立
す
る
も
の
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第
四
章　

三
つ
の
愛
相
互
の
関
係

第
五
章　

愛
の
対
立
の
中
間
領
域

第
六
章　

好
き
嫌
い
の
対
象

第
七
章　

食
物
の
好
き
嫌

第
八
章　

好
き
嫌
い
の
原
因

第
九
章　

好
き
嫌
い
と
先
入
見

第
一
〇
章　

体
質
と
気
質

第
一
一
章　

好
き
嫌
い
の
限
界

第
一
二
章　

好
き
が
嫌
い
に
転
化
す
る
第
二
の
条
件

第
一
三
章　

好
き
が
嫌
い
に
転
化
す
る
二
つ
の
限
界
状
況
の
関
係

第
一
四
章　

嫌
い
が
好
き
に
転
化
す
る
条
件

第
一
五
章　

嫌
い
が
好
き
に
転
化
す
る
限
界
状
況
に
お
け
る
心
的
条
件
の
作
用

第
一
六
章　

好
き
嫌
い
の
愛
の
も
と
に
存
す
る
自
愛

第
一
七
章　

嫌
い
が
好
き
に
移
る
限
界
状
況
に
お
け
る
心
的
条
件

第
一
八
章　

自
己
愛
の
二
重
構
造

第
一
九
章　

ま
と
め
と
残
さ
れ
た
問
題

　
　

第
Ⅳ
部　

プ
ラ
ト
ン
の
エ
ロ
ス
論
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第
一
章　

愛
の
自
明
性
と
多
義
性

第
二
章　

愛
の
三
つ
の
形
態

第
三
章　
『
シ
ュ
ン
ポ
ジ
オ
ン
』
の
構
成

第
四
章　

パ
イ
ド
ロ
ス
の
演
説 

１
―
―
エ
ロ
ス
は
「
最
も
年
長
の
神
」
で
あ
る

第
五
章　

パ
イ
ド
ロ
ス
の
演
説 

２
―
―
エ
ロ
ス
の
根
原
性

第
六
章　

パ
イ
ド
ロ
ス
の
演
説 

３
―
―
人
間
の
う
ち
に
は
た
ら
く
エ
ロ
ス

第
七
章　

パ
イ
ド
ロ
ス
の
演
説 

４
―
―
生
命
力
と
し
て
の
エ
ロ
ス
と
情
熱
と
し
て
の
エ
ロ
ス

第
八
章　

パ
イ
ド
ロ
ス
の
演
説 

５
―
―
美
し
い
も
の
に
憧
れ
る
エ
ロ
ス

第
九
章　

パ
ウ
サ
ニ
ア
ス
の
演
説 
１
―
―
エ
ロ
ス
と
ア
プ
ロ
デ
ィ
テ

第
一
〇
章　

パ
ウ
サ
ニ
ア
ス
の
演
説 
２
―
―
天
上
の
ア
プ
ロ
デ
ィ
テ
と
現
世
の
ア
プ
ロ
デ
ィ
テ

第
一
一
章　

パ
ウ
サ
ニ
ア
ス
の
演
説 
３
―
―
行
為
の
根
原
と
し
て
の
エ
ロ
ス
と
行
為
の
仕
方
を
規
定
す
る
ア
プ
ロ
デ
ィ
テ

第
一
二
章　

パ
ウ
サ
ニ
ア
ス
の
演
説 

４
―
―
現
世
の
ア
プ
ロ
デ
ィ
テ
と
と
も
に
は
た
ら
く
エ
ロ
ス

第
一
三
章　

パ
ウ
サ
ニ
ア
ス
の
演
説 

５
―
―
天
上
の
ア
プ
ロ
デ
ィ
テ
と
と
も
に
は
た
ら
く
エ
ロ
ス

第
一
四
章　

エ
リ
ク
シ
マ
コ
ス
の
演
説 

１
―
―
人
間
的
エ
ロ
ス
の
二
元
論
か
ら
宇
宙
的
エ
ロ
ス
の
二
元
論
へ

第
一
五
章　

エ
リ
ク
シ
マ
コ
ス
の
演
説 

２
―
―
身
体
に
お
け
る
「
善
い
エ
ロ
ス
」
と
「
悪
い
エ
ロ
ス
」

第
一
六
章　

エ
リ
ク
シ
マ
コ
ス
の
演
説 

３
―
―
音
楽
に
お
け
る
エ
ロ
ス

第
一
七
章　

エ
リ
ク
シ
マ
コ
ス
の
演
説 

４
―
―
天
文
学
に
お
け
る
エ
ロ
ス
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第
一
八
章　

エ
リ
ク
シ
マ
コ
ス
の
演
説 

５
―
―
予
言
術
に
お
け
る
エ
ロ
ス

第
一
九
章　

エ
リ
ク
シ
マ
コ
ス
の
演
説 

６
―
―
天
上
の
エ
ロ
ス
と
ハ
ル
モ
ニ
ア

第
二
〇
章　

エ
リ
ク
シ
マ
コ
ス
の
演
説 

７
―
―
エ
ロ
ス
と
テ
ク
ネ
ー

第
二
一
章　

ア
リ
ス
ト
フ
ァ
ネ
ス
の
演
説 

１
―
―
人
間
に
対
し
て
親
愛
な
エ
ロ
ス

第
二
二
章　

ア
リ
ス
ト
フ
ァ
ネ
ス
の
演
説 

２
―
―
三
種
の
人
間
と
そ
の
分
割

第
二
三
章　

ア
リ
ス
ト
フ
ァ
ネ
ス
の
演
説 

３
―
―
二
つ
の
問
題
に
対
す
る
解
答

第
二
四
章　

ア
リ
ス
ト
フ
ァ
ネ
ス
の
演
説 

４
―
―
解
答
に
つ
い
て
の
疑
問

第
二
五
章　

ア
リ
ス
ト
フ
ァ
ネ
ス
の
演
説 

５
―
―
ノ
モ
ス
と
現
実

第
二
六
章　

ア
リ
ス
ト
フ
ァ
ネ
ス
の
演
説 

６
―
―
ノ
モ
ス
の
規
定
す
る
権
利
と
義
務

第
二
七
章　

ア
リ
ス
ト
フ
ァ
ネ
ス
の
演
説 

７
―
―
不
幸
の
根
原
と
し
て
の
理
想
と
現
実
と
の
相
克

第
二
八
章　

ア
リ
ス
ト
フ
ァ
ネ
ス
の
演
説 
８
―
―
エ
ロ
ス
は
人
間
を
救
い
う
る
か

　
　
　
（
一
）「
あ
な
た
方
の
父
」
な
る
神

第
一
章　

キ
リ
ス
ト
教
と
愛

第
二
章　

二
つ
の
愛

第
三
章　

二
つ
の
神
の
知
り
方

第
四
章　
「
父
な
る
神
」
の
二
つ
の
意
味

第
五
章　
「
あ
な
た
方
の
父
」
な
る
神 

１
―
―
『
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
』
第
五̶
七
章
に
お
け
る
用
例
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第
六
章　
「
あ
な
た
方
の
父
」
な
る
神 

２
―
―
「
あ
な
た
方
」
と
は
誰
か

第
七
章　
「
あ
な
た
方
の
父
」
な
る
神 

３
―
―
「
あ
な
た
方
」
と
異
邦
人

第
八
章　
「
あ
な
た
方
の
父
」
な
る
神 

４
―
―
「
あ
な
た
方
」
と
偽
善
者

第
九
章　

 「
あ
な
た
方
の
父
」
な
る
神 

５
―
―
「
パ
リ
サ
イ
人
」
と
偽
善
者

第
一
〇
章　
「
あ
な
た
方
の
父
」
な
る
神 

６
―
―
イ
エ
ス
と
パ
リ
サ
イ
人
と
の
対
立

第
一
一
章　
「
あ
な
た
方
の
父
」
な
る
神 

７
―
―
パ
リ
サ
イ
人
の
偽
善
性

第
一
二
章　
「
あ
な
た
方
の
父
」
な
る
神 

８
―
―
パ
リ
サ
イ
人
の
偽
善
の
根
原

　
　
　
（
二
）
イ
エ
ス
と
群
衆

第
一
三
章　

群
衆
の
立
場

第
一
四
章　

群
衆
の
苦
し
み 

１
―
―
病
い
の
苦
し
み

第
一
五
章　

群
衆
の
苦
し
み 

２
―
―
社
会
的
圧
迫

第
一
六
章　

群
衆
の
苦
し
み 

３
―
―
救
い
の
道
と
し
て
の
宗
教

第
一
七
章　

ユ
ダ
ヤ
教
と
群
衆 

１
―
―
ヘ
ロ
デ
王
と
ユ
ダ
ヤ
教

第
一
八
章　

ユ
ダ
ヤ
教
と
群
衆 

２
―
―
祭
司
と
学
者

第
一
九
章　

ユ
ダ
ヤ
教
と
群
衆 

３
―
―
神
殿
と
祭
司

第
二
〇
章　

ユ
ダ
ヤ
教
と
群
衆 

４
―
―
神
殿
と
幕
屋

第
二
一
章　

ユ
ダ
ヤ
教
と
群
衆 

５
―
―
祭
司
の
階
級
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第
二
二
章　

ユ
ダ
ヤ
教
と
群
衆 

６
―
―
祭
司
と
レ
ビ
人

第
二
三
章　

ユ
ダ
ヤ
教
と
群
衆 

７
―
―
パ
リ
サ
イ
人
、
律
法
学
者
と
会
堂

あ
と
が
き

解
説

索
引

　
第
三
巻

凡
例

ま
え
が
き

　
　

第
Ⅰ
部　

ア
ガ
ペ
ー
と
エ
ロ
ス

第
一
章　

ア
ガ
ペ
ー
と
エ
ロ
ス 

１
―
―
「
ア
ガ
ペ
ー
」
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト
教
的
愛

第
二
章　

ア
ガ
ペ
ー
と
エ
ロ
ス 

２
―
―
ア
ガ
ペ
ー
と
エ
ロ
ス
の
混
合

第
三
章　

ア
ガ
ペ
ー
の
構
成
要
素 

１
―
―
神
の
愛
と
し
て
の
ア
ガ
ペ
ー

第
四
章　

ア
ガ
ペ
ー
の
構
成
要
素 

２
―
―
ア
ガ
ペ
ー
は
自
発
的
で
動
機
づ
け
ら
れ
な
い

第
五
章　

ア
ガ
ペ
ー
の
構
成
要
素 

３
―
―
ア
ガ
ペ
ー
は
価
値
に
対
し
て
無
関
心

第
六
章　

ア
ガ
ペ
ー
の
構
成
要
素 

４
―
―
ア
ガ
ペ
ー
は
創
造
的
で
あ
る
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第
七
章　

ア
ガ
ペ
ー
の
構
成
要
素 

５
―
―
ハ
ル
ナ
ッ
ク
批
判

第
八
章　

ア
ガ
ペ
ー
の
構
成
要
素 

６
―
―
罪
の
許
し
の
問
題

第
九
章　

ア
ガ
ペ
ー
の
構
成
要
素 

７
―
―
神
と
友
な
る
関
係
に
入
ら
し
め
る

第
一
〇
章　

ア
ガ
ペ
ー
の
構
成
要
素 

８
―
―
神
と
人
間
と
のfellow

ship

第
一
一
章　

ア
ガ
ペ
ー
の
構
成
要
素 

９
―
―
マ
ッ
ク
ス
・
シ
ェ
ー
ラ
ー
説
の
批
判

第
一
二
章　

ア
ガ
ペ
ー
の
構
成
要
素 

10
―
―
ニ
グ
レ
ン
に
お
け
る
神
と
友
な
る
関
係

第
一
三
章　

ニ
グ
レ
ン
の
ア
ガ
ペ
ー
説
に
対
す
る
批
判 

１
―
―fellow

ship

に
お
け
る
ペ
ル
ソ
ナ
的
応
答
の
問
題

第
一
四
章　

ニ
グ
レ
ン
の
ア
ガ
ペ
ー
説
に
対
す
る
批
判 

２
―
―
十
人
の
重
い
皮
膚
病
患
者
と
イ
エ
ス
の
ア
ガ
ペ
ー

第
一
五
章　

ニ
グ
レ
ン
の
ア
ガ
ペ
ー
説
に
対
す
る
批
判 

３
―
―
一
人
の
重
い
皮
膚
病
患
者
と
イ
エ
ス
の
ア
ガ
ペ
ー

　
　

第
Ⅱ
部　

キ
リ
ス
ト
教
的
愛
に
つ
い
て
―
―
自
分
の
よ
う
に
人
を
愛
す
る
と
は
？
三
つ
の
愛
、
エ
ロ
ス
、
ア
ガ
ペ
ー
、

　
　
　
　
　
　
　

   

愛
の
交
わ
り

第
一
章　

キ
リ
ス
ト
教
と
愛

第
二
章　

神
を
愛
す
る
と
は
い
か
な
る
こ
と
か

第
三
章　

人
を
愛
す
る
と
は
い
か
な
る
こ
と
か

第
四
章　
「
自
分
を
愛
す
る
よ
う
に
」
と
は
い
か
な
る
こ
と
か

第
五
章　
「
自
分
を
愛
す
る
よ
う
に
」
に
つ
い
て
の
問
題 

１

第
六
章　
「
自
分
を
愛
す
る
よ
う
に
」
に
つ
い
て
の
問
題 

２
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第
七
章　
「
自
分
を
愛
す
る
よ
う
に
」
に
つ
い
て
の
問
題 

３

第
八
章　
「
自
分
を
愛
す
る
よ
う
に
」
に
つ
い
て
の
問
題 

１
に
つ
い
て
の
考
察

第
九
章　
「
自
分
を
愛
す
る
よ
う
に
」
に
つ
い
て
の
問
題 

２
に
つ
い
て
の
考
察

第
一
〇
章　
「
自
分
を
愛
す
る
よ
う
に
」
に
つ
い
て
の
問
題 

２
に
つ
い
て
の
考
察

第
一
一
章　
「
自
分
を
愛
す
る
よ
う
に
」
に
つ
い
て
の
問
題 

３
に
つ
い
て
の
考
察

第
一
二
章　

神
の
二
つ
の
恵
み

第
一
三
章　

二
つ
の
信
仰

第
一
四
章　

第
一
の
信
仰
―
―
カ
リ
ス
マ
に
対
す
る
信
仰

第
一
五
章　

第
二
の
信
仰
―
―
感
謝
の
信
仰

第
一
六
章　

二
つ
の
恵
み
―
―
第
一
の
恵
み

第
一
七
章　

恵
み
と
感
謝

第
一
八
章　

愛
の
二
つ
の
対
象

第
一
九
章　

イ
エ
ス
の
愛

第
二
〇
章　

感
謝
と
愛

第
二
一
章　

感
謝
と
愛
（
続
き
）

第
二
二
章　

三
つ
の
愛
の
比
較

第
二
三
章　

愛
の
交
流
の
発
展



総  目  次

447

第
二
四
章　

救
済
の
愛

　
　

第
Ⅲ
部　

二
つ
の
掟
、
特
に
第
二
の
掟
に
つ
い
て
生
じ
る
諸
問
題
の
考
察

第
一
章　

最
も
重
要
な
二
つ
の
掟

第
二
章　

律
法
に
お
け
る
二
つ
の
掟

第
三
章　

律
法
に
お
け
る
第
二
の
掟

第
四
章　

第
二
の
掟
に
お
け
る
隣
人
の
地
位

第
五
章　

第
二
の
掟
に
お
け
る
隣
人
の
地
位
（
続
き
）

第
六
章　

律
法
の
立
場
か
ら
み
ら
れ
た
第
一
の
掟
と
第
二
の
掟
と
の
関
係

第
七
章　

福
音
の
立
場
か
ら
み
ら
れ
た
第
一
の
掟
と
第
二
の
掟
と
の
関
係

第
八
章　

第
二
の
掟
に
つ
い
て
生
じ
る
諸
問
題

第
九
章　

旧
約
に
お
け
る
「
隣
人
」
の
意
味

第
一
〇
章　

イ
エ
ス
に
お
け
る
「
隣
人
」
の
意
味

第
一
一
章　
「
隣
人
で
あ
る
」
こ
と
と
「
隣
人
と
な
る
」
こ
と

第
一
二
章　
「
自
分
の
よ
う
に
」
に
つ
い
て
生
じ
る
諸
問
題

第
一
三
章　
「
自
分
の
よ
う
に
」
が
付
加
さ
れ
る
理
由

第
一
四
章　

愛
さ
れ
る
「
自
分
」
と
は
何
か

第
一
五
章　

他
人
を
自
分
の
よ
う
に
愛
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
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第
一
六
章　

他
人
を
自
分
の
よ
う
に
愛
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る

第
一
七
章　

他
人
を
自
分
の
よ
う
に
愛
す
る
こ
と
の
で
き
る
根
拠

第
一
八
章　

他
人
を
自
分
の
よ
う
に
愛
し
う
る
可
能
性
の
根
拠
と
し
て
の
「
共
通
性
」

第
一
九
章　
「
共
通
性
」
に
基
づ
い
て
成
立
す
る
倫
理

第
二
〇
章　
「
共
通
性
」
の
倫
理
の
限
界

第
二
一
章　
「
共
通
性
」
の
倫
理
か
ら
「
普
遍
性
」
の
倫
理
へ

第
二
二
章　
「
普
遍
性
」
の
倫
理
と
し
て
の
ス
ト
ア
哲
学

第
二
三
章　
「
普
遍
性
」
の
倫
理
と
現
実
―
―
エ
ピ
ク
テ
ト
ス
の
場
合

第
二
四
章　
「
普
遍
性
」
の
倫
理
と
現
実
（
続
き
）
―
―
マ
ル
ク
ス
・
ア
ウ
レ
リ
ウ
ス
の
場
合

　
　

第
Ⅳ
部　

律
法
に
お
け
る
倫
理

第
一
章　

最
も
重
要
な
掟

第
二
章　

律
法
に
お
け
る
二
つ
の
掟

第
三
章　

律
法
に
お
け
る
神
の
愛
と
正
義

第
四
章　

律
法
に
お
け
る
隣
人
愛
の
掟 

１
―
―
神
聖
法
集
『
レ
ビ
記
』
第
一
七
―
二
六
章

第
五
章　

律
法
に
お
け
る
隣
人
愛
の
掟 

２
―
―
『
レ
ビ
記
』
第
一
九
章

第
六
章　

律
法
に
お
け
る
隣
人
愛
の
掟 

３
―
―
『
レ
ビ
記
』
第
一
九
章
（
結
）

第
七
章　

律
法
に
お
け
る
隣
人
愛
の
掟 

４
―
―
『
レ
ビ
記
』
第
一
九
章
五̶
八
節



総  目  次

449

第
八
章　

律
法
に
お
け
る
隣
人
愛
の
掟 

５
―
―
『
レ
ビ
記
』
第
一
九
章
九̶

一
〇
節

第
九
章　

律
法
に
お
け
る
隣
人
愛
の
掟 

６
―
―
『
レ
ビ
記
』
第
一
九
章
一
一̶

二
二
節

　
　

第
Ⅴ
部　

キ
リ
ス
ト
教
と
愛

第
一
章　

キ
リ
ス
ト
教
と
愛

第
二
章　

二
つ
の
愛
の
掟

第
三
章　

神
を
愛
す
る
と
は
い
か
な
る
こ
と
か

第
四
章　

イ
エ
ス
に
と
っ
て
神
を
愛
す
る
と
は
い
か
な
る
こ
と
か

第
五
章　

イ
エ
ス
に
と
っ
て
偶
像
と
は
何
か

第
六
章　

隣
人
を
愛
す
る
と
は
い
か
な
る
こ
と
か

第
七
章　

イ
エ
ス
に
と
っ
て
隣
人
を
愛
す
る
と
は
い
か
な
る
こ
と
か

第
八
章　

隣
人
と
は
誰
か

第
九
章　

イ
エ
ス
に
と
っ
て
隣
人
と
は
誰
か

第
一
〇
章　

自
分
の
よ
う
に
人
を
愛
す
る
と
は
い
か
な
る
こ
と
か

第
一
一
章　

自
分
の
よ
う
に
人
を
愛
す
る
の
意
味
、
拡
大
さ
れ
た
自
己
愛

　
　

第
Ⅵ
部　

自
分
の
よ
う
に
人
を
愛
す
る
と
は
い
か
な
る
こ
と
か

第
一
章　

自
分
の
よ
う
に
人
を
愛
す
る
と
は
い
か
な
る
こ
と
か

第
二
章　

自
分
が
自
分
を
愛
し
て
い
る
こ
と
の
確
か
さ
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第
三
章　

自
分
を
愛
す
る
よ
う
に
人
を
愛
す
る
こ
と
が
で
き
る
か

第
四
章　

律
法
に
お
け
る
愛
の
掟

第
五
章　

律
法
に
お
け
る
「
隣
人
」
の
意
味

第
六
章　

拡
大
さ
れ
た
「
自
分
」
と
し
て
の
隣
人

第
七
章　

拡
大
さ
れ
た
「
自
分
」
と
し
て
の
「
わ
れ
わ
れ
」
の
諸
形
態

第
八
章　

拡
大
さ
れ
た
自
己
愛
の
限
界

第
九
章　

拡
大
さ
れ
た
自
己
愛
か
ら
普
遍
的
人
間
愛
へ

第
一
〇
章　

普
遍
的
人
間
愛
の
限
界

第
一
一
章　

自
愛
の
再
考
察

第
一
二
章　

自
愛
と
共
感

第
一
三
章　

隣
人
と
は
誰
か

　
　

第
Ⅶ
部　

二
つ
の
掟
と
新
し
い
掟

第
一
章　

最
も
重
要
な
二
つ
の
掟

第
二
章　

律
法
の
継
承
と
完
成

第
三
章　

神
の
思
想
の
拡
大
と
深
化

第
四
章　

隣
人
の
思
想
の
拡
大
と
深
化

第
五
章　

二
つ
の
愛
の
関
係
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第
六
章　

福
音
に
お
け
る
神
へ
の
愛

第
七
章　

福
音
に
お
け
る
第
二
の
掟

第
八
章　

自
分
の
よ
う
に
隣
人
を
愛
す
る
こ
と
は
で
き
る
か

第
九
章　

隣
人
を
自
分
の
よ
う
に
愛
し
う
る
可
能
性
の
根
拠

第
一
〇
章　

共
通
性
に
基
づ
く
隣
人
愛
の
限
界

第
一
一
章　

隣
人
愛
を
破
壊
す
る
自
己
愛

第
一
二
章　

隣
人
を
自
分
の
よ
う
に
愛
し
う
る
根
拠
と
し
て
の
共
感

第
一
三
章　

隣
人
愛
の
可
能
態
と
現
実
態

第
一
四
章　

愛
の
実
行
の
場
と
し
て
の
共
存

第
一
五
章　

共
通
性
と
共
感
に
基
づ
く
隣
人
愛
の
限
界

第
一
六
章　

限
界
状
況
に
お
い
て
と
り
う
る
二
つ
の
態
度

第
一
七
章　

新
し
い
掟

第
一
八
章　

二
つ
の
愛
の
掟
と
新
し
い
掟
と
の
比
較

第
一
九
章　

新
し
い
掟
に
お
け
る
愛
の
基
準
と
し
て
の
イ
エ
ス

あ
と
が
き

解
説

索
引
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第
四
巻

凡
例

ま
え
が
き

　
　

第
Ⅰ
部　

マ
ル
タ
と
マ
リ
ア
の
問
題

第
１
篇　

マ
ル
タ
と
マ
リ
ア

第
一
章　

マ
ル
タ
と
マ
リ
ア

第
二
章　

マ
ル
タ
と
マ
リ
ア
の
話
に
つ
い
て
の
問
題

第
三
章　

原
始
教
会
に
お
け
る
マ
ル
タ
と
マ
リ
ア 

１
―
―
伝
承
と
出
来
事

第
四
章　

原
始
教
会
に
お
け
る
マ
ル
タ
と
マ
リ
ア 

２
―
―
出
来
事
の
実
在
性

第
五
章　

原
始
教
会
に
お
け
る
マ
ル
タ
と
マ
リ
ア 

３
―
―
福
音
解
釈
の
問
題

第
六
章　
『
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書
』
第
一
一
章
に
お
け
る
マ
ル
タ
と
マ
リ
ア 

１
―
―
イ
エ
ス
と
マ
ル
タ

第
七
章　
『
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書
』
第
一
一
章
に
お
け
る
マ
ル
タ
と
マ
リ
ア 

２
―
―
イ
エ
ス
と
マ
ル
タ
の
会
話
の
検
討

第
八
章　
『
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書
』
第
一
一
章
に
お
け
る
マ
ル
タ
と
マ
リ
ア 

３
―
―
イ
エ
ス
と
マ
リ
ア

第
九
章　
『
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書
』
第
一
一
章
に
お
け
る
マ
ル
タ
と
マ
リ
ア 

４
―
―
イ
エ
ス
と
マ
リ
ア
（
続
き
）

第
一
〇
章　
『
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書
』
第
一
二
章
に
お
け
る
マ
ル
タ
と
マ
リ
ア
―
―
イ
エ
ス
と
マ
リ
ア

第
一
一
章　
『
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
』
第
二
六
章
に
お
け
る
類
似
の
記
事
―
―
『
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
』
と
『
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書
』　
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の
記
事
の
比
較

第
一
二
章　

 『
マ
ル
コ
に
よ
る
福
音
書
』
第
一
四
章
に
お
け
る
類
似
の
記
事
―
―
『
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
』
と
『
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書
』　

　
　
　
　
　

  

の
比
較

第
一
三
章　
『
ル
カ
に
よ
る
福
音
書
』
第
七
章
に
お
け
る
類
似
の
記
事
―
―
他
の
三
福
音
書
と
の
比
較

第
一
四
章　

四
つ
の
福
音
書
の
記
事
の
比
較
―
―
『
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書
』
の
「
マ
リ
ア
」
と
『
ル
カ
に
よ
る
福
音
書
』
の
「
罪
の
女
」

第
一
五
章　

聖
書
解
釈
に
お
け
る
二
つ
の
態
度

第
一
六
章　

聖
書
の
象
徴
的
解
釈

第
一
七
章　

マ
リ
ア
の
謎

第
一
八
章　

福
音
書
と
伝
承

第
一
九
章　

四
福
音
書
の
記
述
に
お
け
る
相
違
の
原
因

第
二
〇
章　

塗
油
す
る
女
性
の
伝
承

第
２
編　

マ
ル
タ
と
マ
リ
ア
（
続
）

第
一
章　

マ
ル
タ
と
マ
リ
ア

第
二
章　

観
想
的
生
活
と
活
動
的
生
活

第
三
章　

観
想
的
生
活
の
優
位 

１
―
―
プ
ラ
ト
ン

第
四
章　

観
想
的
生
活
の
優
位 

２
―
―
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス

第
五
章　

観
想
と
祈
り
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第
六
章　

出
家
の
マ
リ
ア
と
在
家
の
マ
ル
タ

第
七
章　

私
の
内
な
る
マ
ル
タ
と
マ
リ
ア

第
八
章　

キ
リ
ス
ト
教
的
共
同
生
活
に
お
け
る
マ
ル
タ
と
マ
リ
ア

第
九
章　

マ
ル
タ
の
優
位

第
一
〇
章　

マ
ル
タ
は
マ
リ
ア
で
あ
る

第
一
一
章　

働
く
こ
と
が
祈
る
こ
と
で
あ
る

第
一
二
章　

ブ
ル
ジ
ョ
ア
の
マ
リ
ア
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
の
マ
ル
タ

第
一
三
章　

マ
ル
タ
は
な
ぜ
叱
ら
れ
た
か

　
　

 

第
Ⅱ
部　

生
と
死
の
問
題

第
１
篇　

二
つ
の
恵
み
、
生
と
死

第
一
講　

二
つ
の
恵
み

第
一
章　

信
仰
と
救
い

第
二
章　

二
つ
の
信
仰

第
三
章　

第
二
の
信
仰

第
四
章　

恵
み
を
求
め
る
信
仰

第
五
章　

恵
み
と
そ
れ
を
与
え
る
者

第
六
章　

戻
っ
て
き
た
一
人
の
信
仰
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第
七
章　

感
謝
と
愛

第
八
章　

感
謝
と
信
仰

第
九
章　

二
つ
の
戻
り
方

第
一
〇
章　

病
い
の
意
味

第
二
講　

生
と
死

第
一
一
章　

生
と
死

第
一
二
章　

神
話
に
お
け
る
死
後
の
世
界 

１
―
―
死
の
経
験

第
一
三
章　

神
話
に
お
け
る
死
後
の
世
界 

２
―
―
魂
の
不
死

第
一
四
章　

神
話
に
お
け
る
死
後
の
世
界 

３
―
―
甦
り

第
一
五
章　

科
学
の
立
場
か
ら
見
ら
れ
た
生
死
の
問
題

第
一
六
章　

キ
リ
ス
ト
教
の
生
死
観 
１
―
―
生
に
つ
い
て

第
一
七
章　

キ
リ
ス
ト
教
の
生
死
観 

２
―
―
死
に
つ
い
て

第
２
編　

生
と
死

第
一
章　

生
と
死

第
二
章　

生
の
経
験
と
世
界

第
三
章　

死
は
い
か
に
し
て
経
験
さ
れ
る
か

第
四
章　

死
は
他
者
の
死
の
経
験
を
通
し
て
知
ら
れ
る
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第
五
章　

自
分
の
存
在
の
う
ち
に
含
ま
れ
て
い
る
他
者
の
存
在

第
六
章　

存
在
の
欠
落
経
験
と
し
て
の
死
の
経
験

第
七
章　

死
の
経
験
を
通
し
て
の
自
己
の
存
在
の
再
発
見

第
八
章　

死
の
経
験
を
通
し
て
の
世
界
の
存
在
の
再
発
見

第
九
章　

死
の
経
験
を
通
し
て
魂
と
身
体
と
の
区
別
が
知
ら
れ
る

第
一
〇
章　

他
界
と
魂
の
存
在
に
つ
い
て
の
神
話
の
形
成

第
一
一
章　

魂
の
起
原
に
つ
い
て
の
神
話
の
形
成

第
一
二
章　

魂
の
世
界
に
つ
い
て
の
神
話
の
形
成

第
一
三
章　

生
の
神
秘
と
神
話
の
形
成

第
一
四
章　

神
話
形
式
の
素
材
と
原
因

第
一
五
章　

人
間
の
生
死
と
自
然
の
生
死

第
一
六
章　

死
者
か
ら
の
通
信

第
一
七
章　

生
死
の
神
秘
に
つ
い
て
の
神
話
、
科
学
、
啓
示
の
教
え

第
３
編　

魂
の
不
死
と
人
間
の
尊
厳

第
一
章　

死
ん
だ
ら
ど
う
な
る
か

第
二
章　

死
後
の
問
題
に
つ
い
て
の
三
つ
の
見
解

第
三
章　

死
ね
ば
す
べ
て
な
く
な
る
と
い
う
説
に
つ
い
て
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第
四
章　

こ
の
説
に
よ
れ
ば
人
生
の
意
味
は
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
か

第
五
章　

こ
の
説
に
よ
れ
ば
人
間
の
尊
厳
は
い
か
に
し
て
実
現
さ
れ
る
か

第
六
章　

恵
ま
れ
な
か
っ
た
人
々
は
人
生
に
い
か
な
る
意
味
を
有
す
る
か

第
七
章　

魂
は
不
死
で
あ
る
と
い
う
説
に
つ
い
て

第
八
章　

不
死
な
る
魂
に
つ
い
て
の
二
つ
の
説

第
九
章　

一
つ
の
普
遍
的
魂
が
不
死
で
あ
る
と
い
う
説

第
一
〇
章　

本
来
の
自
己
の
自
覚

第
一
一
章　

こ
の
説
に
お
い
て
人
生
の
意
味
は
い
か
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
か

第
一
二
章　

個
人
の
魂
が
不
死
で
あ
る
と
い
う
第
三
の
説
に
つ
い
て

第
一
三
章　

個
人
の
魂
の
不
死
の
形
而
上
学
的
根
拠

第
一
四
章　

魂
の
不
死
な
る
部
分
と
し
て
の
知
性

第
一
五
章　

不
死
な
る
魂
と
し
て
の
知
性
の
本
質
と
存
在

第
一
六
章　

不
死
な
る
魂
の
創
造

第
一
七
章　

創
造
的
世
界
観
に
お
い
て
人
生
の
意
味
は
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
か

第
一
八
章　

死
後
の
世
界

第
４
篇　

生
死
の
問
題
―
死
ん
だ
ら
ど
う
な
る
か

第
一
章　

生
死
の
問
題
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第
二
章　

生
の
経
験
と
死
の
経
験

第
三
章　

死
ん
だ
ら
ど
う
な
る
か
と
い
う
問
題

第
四
章　

第
一
の
答
。
死
ん
だ
ら
灰
に
な
る

第
五
章　

第
二
の
答
。
自
然
の
生
命
に
戻
る

第
六
章　

生
命
の
形
と
は
た
ら
き

第
七
章　

生
物
の
は
た
ら
き
の
目
的

第
八
章　

個
的
生
命
と
普
遍
的
生
命

第
九
章　

第
三
の
答
。
魂
は
不
死
で
あ
る

第
一
〇
章　

感
覚
的
魂
と
理
性
的
魂

第
一
一
章　

理
性
的
魂
の
不
死

第
一
二
章　

不
死
で
あ
る
の
は
普
遍
的
理
性
か
個
的
理
性
か

第
一
三
章　

死
後
の
魂
に
つ
い
て
の
キ
リ
ス
ト
教
の
説

あ
と
が
き

解
説

索
引

　
第
五
巻



総  目  次

459

凡
例

ま
え
が
き

　
　

第
Ⅰ
部　

世
界
の
意
味

序第
一
章　

世
界
の
概
念

第
一
節　

原
初
的
に
与
え
ら
れ
て
い
る
世
界
了
解

第
二
節　

全
体
と
し
て
の
世
界

第
三
節　

場
所
と
し
て
の
世
界

第
四
節　

統
一
と
し
て
の
世
界

第
五
節　

限
界
と
し
て
の
世
界

第
六
節　

世
界
の
場
所

第
二
章　

自
然
の
世
界

第
一
節　

原
初
的
に
与
え
ら
れ
て
い
る
世
界
そ
の
も
の

第
二
節　

物
質
の
世
界

第
三
節　

物
体
か
ら
身
体
へ

第
四
節　

類
と
し
て
の
人
間
の
世
界
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第
五
節　

生
物
の
世
界

第
六
節　

二
つ
の
世
界
の
関
係

第
七
節　

自
然
の
世
界

第
三
章　

表
象
の
世
界

第
一
節　

表
象
と
し
て
の
世
界

第
二
節　

表
象
と
し
て
の
世
界
を
限
界
づ
け
る
地
平

第
三
節　

世
界
表
象
を
形
成
す
る
地
平
の
二
重
の
役
割

第
四
節　

地
平
に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
二
つ
の
世
界
表
象
の
区
別
と
関
係

第
五
節　

表
象
の
世
界
の
多
元
性

第
四
章　

客
観
の
世
界

第
一
節　

多
元
的
表
象
世
界
の
外
な
る
世
界
に
お
け
る
出
会
い

第
二
節　

外
な
る
世
界
と
し
て
の
自
然
世
界

第
三
節　

ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
に
お
け
る
表
象
の
世
界
の
共
有

第
四
節　

ゲ
マ
イ
ン
シ
ャ
フ
ト
に
お
け
る
客
観
の
世
界

第
五
節　

修
羅
の
世
界

第
六
節　

理
性
の
世
界

第
七
節　

ゲ
ゼ
ル
シ
ャ
フ
ト
に
お
け
る
客
観
の
世
界
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第
五
章　

対
象
の
世
界

第
六
章　

実
在
の
世
界

第
一
節　

真
実
の
世
界
と
虚
偽
の
世
界

第
二
節　

客
観
の
世
界
の
虚
偽
と
真
実

第
三
節　

対
象
の
世
界
の
虚
偽
と
真
実

第
四
節　

根
原
的
世
界
の
実
在
性

第
五
節　

根
原
的
世
界
と
私

第
六
節　

根
原
的
世
界
と
理
性

第
七
章　

世
界
の
意
味

第
一
節　
「
意
味
」
の
三
つ
の
意
味

第
二
節　

第
三
の
意
味
で
の
「
意
味
」

第
三
節　

世
界
の
意
味

　
　
　

第
Ⅱ
部　

行
為
と
能
力
―
―
ト
マ
ス
『
神
学
大
全
』
第
一
部
第
七
八
問
一
―
三
項
、
第
二
部
の
一
、
第
一
問
一
項
を
中
心
に

第
一
章　

人
間
の
行
為
と
人
間
的
行
為

第
二
章　

人
間
の
行
為
の
個
別
性 

１
―
―
人
間
の
個
別
化

第
三
章　

人
間
の
行
為
の
個
別
性 

２
―
―
行
為
の
個
別
化

第
四
章　

人
間
の
能
力
に
つ
い
て 

１
―
―
本
質
と
能
力
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第
五
章　

人
間
の
能
力
に
つ
い
て 

２
―
―
能
力
の
分
類

第
六
章　

人
間
の
能
力
に
つ
い
て 

３
―
―
生
活
能
力
の
分
類

第
七
章　

人
間
の
能
力
に
つ
い
て 

４
―
―
生
活
能
力
と
環
境

第
八
章　

感
覚
能
力
に
つ
い
て 

１
―
―
生
活
能
力
と
感
覚
能
力
と
の
比
較

第
九
章　

感
覚
能
力
に
つ
い
て 

２
―
―
感
覚
能
力
の
構
造

第
一
〇
章　

感
覚
能
力
に
つ
い
て 

３
―
―
感
覚
能
力
の
分
類

第
一
一
章　

感
覚
能
力
に
つ
い
て 

４
―
―
自
然
的
変
動
と
心
的
変
動

第
一
二
章　

感
覚
能
力
に
つ
い
て 

５
―
―
自
然
的
変
動
の
場
と
し
て
の
自
然
的
存
在

　
　

第
Ⅲ
部　

人
間
的
行
為
と
人
間
の
行
為
―
―
ト
マ
ス
『
神
学
大
全
』
第
二
部
の
一
、
第
一
問
一
項
を
中
心
に

第
一
章　

人
間
的
行
為
と
人
間
の
行
為 
１
―
―hom

o inquantum
 est hom

o

の
意
味

第
二
章　

人
間
的
行
為
と
人
間
の
行
為 
２
―
―dom

inus suorum
 actuum

に
つ
い
て
の
疑
問

第
三
章　

人
間
的
行
為
と
人
間
の
行
為 

３
―
―
は
た
ら
き
の
能
力
と
し
て
のratio et voluntas

第
四
章　

人
間
的
行
為
と
人
間
の
行
為 

４
―
―ex voluntate deliberata

の
意
味

第
五
章　

人
間
的
行
為
と
人
間
の
行
為 

５
―
―voluntas deliberata

に
お
け
るratio

の
役
割

第
六
章　

人
間
的
行
為
と
人
間
の
行
為 

６
―
―ratio

に
よ
っ
て
考
量
さ
れ
る
べ
き
こ
と
が
ら

第
七
章　

人
間
的
行
為
と
人
間
の
行
為 

７
―
―ratio

の
考
量
の
行
わ
れ
る
べ
き
空
間

第
八
章　

人
間
的
行
為
と
人
間
の
行
為 

８
―
―
理
性
と
感
覚
と
の
相
違
に
つ
い
て
の
問
題
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第
九
章　

人
間
的
行
為
と
人
間
の
行
為 

９
―
―
ｌ
技
術
的
理
性
に
つ
い
て
の
問
題

第
一
〇
章　

人
間
的
行
為
と
人
間
の
行
為 

10
―
―
反
省
的
理
性
の
問
題

　
　

第
Ⅳ
部　

善
の
ラ
チ
オ
に
つ
い
て

第
一
章　

善
と
ラ
チ
オ

第
二
章　
「
欲
求
さ
れ
う
る
も
の
」
と
し
て
の
善

第
三
章　
「
欲
求
さ
れ
う
る
も
の
」
と
「
完
全
な
も
の
」

第
四
章　

両
者
の
関
係
に
つ
い
て
の
疑
問

第
五
章　
「
…
で
あ
る
限
り
に
お
け
る
…
」
と
い
う
規
定
と
し
て
の
ラ
チ
オ

第
六
章　
「
欲
求
さ
れ
う
る
も
の
」
と
「
欲
求
す
る
者
」
と
の
ラ
チ
オ
的
相
関

第
七
章　

ラ
チ
オ
と
し
て
の
「
完
全
な
も
の
」

第
八
章　

ラ
チ
オ
的
考
察
の
方
法

第
九
章　

ラ
チ
オ
を
生
み
出
す
知
性
の
は
た
ら
き

第
一
〇
章　

主
観
的
見
解
と
普
遍
的
知
性

第
一
一
章　

私
の
知
性
と
普
遍
的
知
性
と
の
関
係

第
一
二
章　

個
的
知
性
の
う
ち
に
含
ま
れ
る
普
遍
的
知
性

第
一
三
章　

対
話
す
る
知
性
、
私
の
知
性
か
ら
わ
れ
わ
れ
の
知
性
へ

第
一
四
章　

対
話
す
る
知
性
の
限
界
、
共
通
性
と
普
遍
性
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第
一
五
章　

共
通
認
識
の
根
原
と
普
遍
認
識
の
根
原

第
一
六
章　

普
遍
認
識
の
根
原
と
し
て
の
も
の
の
経
験

第
一
七
章　

も
の
と
の
対
話
と
し
て
の
も
の
の
経
験

講
演　

マ
ル
タ
と
マ
リ
ア

あ
と
が
き

解
説

総
目
次

索
引


